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選
　
評

　
小
林　

真
実
（
文
学
部
日
本
文
学
科
三
年
＝
令
和
四
年
度
）

　
　

�

任
天
堂
専
門
誌
『N

intendo D
REAM

』
の
展
開
と
ゲ
ー
ム
文
化

に
お
け
る
意
義

　
　
　
　

─
一
九
九
〇
年
代
後
半
を
中
心
に
─

　
本
論
文
は
、一
九
九
六
年
創
刊
の
ゲ
ー
ム
雑
誌『N

intendo D
REA

M

』

を
対
象
に
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
読
者
参
加

型
コ
ー
ナ
ー
の
展
開
か
ら
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
を
め
ぐ
る
文
化
に
お
い
て
本

誌
の
有
す
る
意
義
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。『N

intendo 
D

REA
M

』は
、任
天
堂
株
式
会
社
よ
り
発
売
さ
れ
た
家
庭
用
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
機
の
専
門
誌
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
出
版
不
況
と
い
っ

た
社
会
変
動
の
中
に
あ
っ
て
、
様
々
な
変
化
を
経
な
が
ら
、
今
日
ま
で
続

刊
し
て
き
た
雑
誌
媒
体
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
論
文
で
比
較
対
象
と
さ
れ

て
い
る
『
電
撃N

intendo64

（
現
、
電
撃N

intendo

）』
が
、
同
時
期
に

刊
行
さ
れ
た
任
天
堂
専
門
誌
の
中
で
「
共
に
今
日
ま
で
続
く
唯
一
の
競
合

専
門
誌
」
と
さ
れ
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
両
誌
は
各
々
の
戦
略
性
の
も
と
に

生
き
残
り
を
図
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
論
者
は

学
生
懸
賞
論
文
発
表

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
学
生
、
別
科
在
籍
者
）

　
佳
作
　
小
林
　
真
実
（
文
学
部
日
本
文
学
科
三
年
）

　
　
　
　
　
任
天
堂
専
門
誌
『N

intendo D
REA

M

』
の
展
開
と

　
　
　
　
　�

ゲ
ー
ム
文
化
に
お
け
る
意
義

　
　
　
　
　
　
―
一
九
九
〇
年
代
後
半
を
中
心
に
―

　
佳
作
　
野
口
　
雄
五
（
神
道
文
化
学
部
神
道
文
化
学
科
三
年
）

　
　
　
　
　
一
八
世
紀
中
後
期
に
お
け
る
伊
勢
外
宮
祠
官
の

　
　
　
　
　
祭
神
論
の
「
防
衛
」

　
　
　
　
　
　
―
橋
村
正
身
の
祭
神
論
を
題
材
に
―

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　
入
選
　
高
　
夢
雨
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
一
年
）

　
　
　
　
　
古
代
日
中
の
嘗
祭

　
　
　
　
　
　
―
天
子
宗
廟
祭
祀
と
大
嘗
祭
の
祭
儀
比
較
―

　
　
　
　
　（
＝
本
誌
第
一
二
四
巻
第
一
号
掲
載
）

　
佳
作
　
伊
藤
新
之
輔
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
三
年
）

　
　
　
　
　
卯
月
八
日
の
花
摘
み
と
死
者
供
養

　
　
　
　
　（
＝
本
誌
第
一
二
四
巻
第
二
号
掲
載
）

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
当
時
）
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『N
intendo D

REA
M

』
の
特
色
を
読
者
参
加
型
コ
ー
ナ
ー
と
そ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
見
出
す
。

　
第
二
章
で
、
本
誌
の
特
徴
が
顕
著
に
表
れ
る
読
者
参
加
型
コ
ー
ナ
ー
の

動
向
を
取
り
上
げ
た
う
え
で
、
続
く
第
三
章
で
は
、
そ
う
し
た
コ
ー
ナ
ー

の
読
者
・
投
稿
者
か
ら
後
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
り
手
側
に
回
っ
た
冠
美
花

（
り
ふ
ぁ
）
と
中
植
茂
久
に
着
目
し
、
掲
載
記
事
か
ら
そ
の
活
動
を
丹
念

に
追
っ
て
い
る
。そ
し
て
、第
四
章
に
お
い
て
競
合
他
誌
と
の
比
較
か
ら
、

本
誌
の
個
性
の
明
確
化
を
試
み
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
読
者
参
加
を
重
視
す
る
本
誌
の
姿
勢
と
、
編
集
者
・
読
者
双
方
に
見

る
熱
心
な
「
任
天
堂
フ
ァ
ン
」
の
存
在
で
あ
り
、
他
誌
の
読
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
念
頭
に
、
論
者
は
「
特
定
ハ
ー
ド
の
専
門
誌
と
し
て
メ
ー
カ
ー
と

の
関
係
の
強
さ
を
打
ち
出
し
、
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
提
供

し
た
「
家
庭
用
ゲ
ー
ム
専
門
誌
」
な
ら
で
は
の
個
性
の
一
つ
」
と
い
う
、

ゲ
ー
ム
雑
誌
と
し
て
の
本
誌
の
「
意
義
」
を
導
き
出
し
て
い
る
。

　
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
研
究
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
関
連
雑
誌
に

つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
各
誌
の
詳
細
な
分
析
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
点
で
、
本
論
文
の
試
み
が
、
当
該
文
化
を
め
ぐ
る
研
究
の
一
助
と
な

る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
掲
載
記
事
の
分
析
に
あ
た
っ
て
も
、
数

あ
る
対
象
資
料
を
広
く
収
集
の
う
え
、
質
的
・
量
的
両
方
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
っ
て
特
徴
を
可
視
化
し
、
説
得
力
の
あ
る
分
析
を
展
開
し
て
い
る
。

　
と
は
言
え
、こ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
特
徴
は
、あ
く
ま
で『N

intendo 
D

REA
M

』
の
独
自
性
に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
雑
誌
を
媒
介
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
も
し
く
は
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
文
化
を
め
ぐ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
評
価
さ
れ
る

の
か
と
い
う
意
味
で
の
「
意
義
」
の
考
察
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ゲ
ー
ム
雑
誌
の
研
究
は
多
く
な
い
と
は
言
え
、
雑
誌
と
い
う

媒
体
に
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
読
者
投
稿
文
化
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

に
つ
い
て
の
研
究
蓄
積
が
存
在
す
る
。
と
す
れ
ば
、
ゲ
ー
ム
雑
誌
自
体
の

メ
デ
ィ
ア
的
な
特
性
も
含
め
、
そ
う
し
た
議
論
の
俎
上
に
自
ら
の
探
究
を

載
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
に
伴
う
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
性
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム

雑
誌
を
通
じ
て
何
を
明
ら
か
に
し
た
い
か
、
換
言
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

学
問
領
域
に
位
置
づ
け
る
の
か
と
い
う
学
術
的
な
「
意
義
」
を
意
識
の
う

え
、
今
後
さ
ら
な
る
探
究
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。


